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地域エコシステム構築という認識に到達している｡ 西澤は, 準備期, 整備期, 確立期を区別し,
かつ必要条件 (支援組織) と十分条件 (破壊的イノベーション・技術を持つ     の叢生)
双方が満たされ, 企業や組織などミクロレベルを超え, 一国制度などマクロ的環境とは区別さ




どのように把握するのか, という実体論的なフレームワークである｡ ある領域内 (地域) で,
企業群, 専門職労働力集積, 大学と研究機関, ベンチャーキャピタル, ビジネス・エンジェル,




組織｣ として把握している｡ このような把握は, ベンチャー企業の叢生・成長のための環境整
備という政策論的観点からは, 十分に首肯できるものである｡ しかし筆者は, 地域内のシステ
ム (ある機能を持った相互関係) は一つの組織体ではない, と考える｡ 本稿, 次稿で論じると












知見を積み上げる｡ 次稿 ｢シリコンバレー研究史再考 (下)｣ ではシリコンバレー地域エコシ
ステムの副次的要素, シリコンバレーの本質, 残された課題を検討する｡




図にあるとおり, シリコンバレーにおける中核技術のイノベーションは, 真空管, 計測機器,
マイクロ波, 半導体と集積回路と展開してきた｡ 現代では, パーソナルコンピュータ, バイオ










｢本筋｣ と考えられる情報技術に関わるイノベーションの系列 (上の矢印) に主として注目し
ていくことにしたい｡
シリコンバレー研究史再考 (上)    
(出所)                 [    ],               [    ], 筆者のインタビューをもとに作成｡
第１図 シリコンバレーにおける技術イノベーションの展開状況
１)     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施のシリコンバレーの企業   ,                     インタビュー,                              (以下     ) インタ
ビューによる｡
続いて第１表より, シリコンバレーの産業別事業所・従業者構成を検討しておこう｡ 従業者
構成の全米平均と比較すると, 特に従業者構成で情報業 (  のうちソフトウェア開発,   サ
ービスに相当するものが主), 専門・科学・工学サービス業, 企業経営管理業, 卸売業のウェ
イトが高いことがわかる｡ 情報業は  分野 (ソフトウェア開発) の技術者集積がかなり進ん
でいること, 専門・科学・工学サービス業は,   から派生した高度なサービス開発を行う業
務, イノベーション機能をサポートする高度な知識投入サービス (    ：知識集約型ビジネ




がえる｡ 他方でかつて従業者構成で重要であった (枝川 [    ]), 製造業は全米平均よりも低




( ) 従業者数 構成比( ) 全米平均構成
比 ( ) 一人あたり賃金 (    年ドル) 賃金指数(全米平均＝    
農林漁業・狩猟業                            
鉱業 (石油ガス採掘含む)                           
公益事業 (電気・ガス・水道)                              
建設業                                
製造業                                 
卸売業                                 
小売業                                  
運輸・倉庫業                               
情報業                                   
金融・保険業                                 
不動産・リース業                                
専門・科学・工学サービス業                                    
企業経営管理業 (持ち株会社を含む)                                
管理・支援・廃棄物処理業 (バックオフィス含む)                                
教育サービス業                                
医療・社会サービス業                                    
芸術・娯楽・余暇サービス業                               
宿泊・飲食業                                 
その他サービス業                                
分類不可能                             
全産業合計                                   








さらに米国都市圏別の特許取得数, 州別のベンチャーキャピタル (以下  ) 投資額の推移
をデータで検討すると,     年特許取得数でサンノゼ都市圏 (シリコンバレー) は約     件
と, ２位のニューヨーク都市圏の約    件を圧倒的に上回るトップの地位にある２)｡ ＶＣ投
資は州別では    年カリフォルニア州が２位ニューヨーク州の約  億ドルをはるかに凌駕する
約   億ドル, その過半は北部地域 (シリコンバレーとサンフランシスコ) が占めかつシリコ
ンバレーのウェイトが大きいため, シリコンバレーのポジションは全米の３割近くを占める米
国トップである３)｡ このように各種データで見た場合, シリコンバレーは ｢成功し続けている







因であったとされてきた (岡田 [    ])｡ そのなかで太平洋岸地域あるいは西部地域は, 既存
の利害関係が希薄なフロンティアとして, アメリカの政治経済, 社会的特徴の一つとなってい




増加した (    [    ], [    ], 楠井 [    ])｡ そのほかの論点については, 農業構造や水
資源開発の研究など, トピック的研究は散見されるものの, 体系的研究の不足が指摘されてい
る (小塩 [    ], [    ])｡
アメリカの経済地理学・産業研究者は, 太平洋岸地域あるいは西部地域について, なぜ航空
機産業, 宇宙産業, 半導体産業などハイテク産業地域が生まれたかを探究した (               [    ])｡ 古くから産業発展が見られた北東部, 中西部等と比較した場合, 労使関
シリコンバレー研究史再考 (上)    
２)                            [    ] による｡
３)                              [    ],     [    ] による｡
係の制約が弱かったこと, 労働規制, 労働組合の強い地域では, 科学者やエンジニアの長時間
労働を要求する新産業は成長しえなかったこと, 自動車産業, 鉄鋼産業などの既存産業が労働









しかしながら, これらの要因に注目するだけでは不十分とする研究も多くある｡ 少なくとも    年代以降の太平洋岸地域あるいは西部地域の発展には, ニューディール・冷戦体制が大き
く影響しているとする研究である (                               [    ],  ′     [    ])｡ 一連の研究では, 第二次世界大戦時の戦時経済体制のもとで, 巨額の国防
契約, 戦時生産, 産業発展が起きたこと, 同時に産業発展に必要だった電源開発やインフラ整
備が連邦政府主導で行われたことなどが指摘された｡ 先にみた科学者・エンジニアの西海岸選
好の背後にも, 雇用の場を提供するものとして, 国防総省を筆頭とする連邦政府研究費の地域
配分, 国立研究所の設置運営を指摘する研究も行われた (      [    ])｡ さらにシリコン
バレーに関しては, 中核要素である集積回路の開発に, 国防総省の大陸間弾道弾 (ミサイル)
開発が影響を及ぼしたことに注目する研究がある (              [    ])｡ これらの研
究の観点からは, 太平洋岸地域あるいは西部地域, シリコンバレー発展の要因として, 冷戦体
制やニューディール体制の影響を見るべきという解釈になる｡
しかしながらシリコンバレーを巡っては, それは冷戦体制の産物なのか, 民間独自のイノベ




着目し, 国防総省の影響は, それほど強くなかったと主張する｡ 他方で,      [    ],    
[    ],        [    ] は, 国防総省の弾道ミサイル開発と半導体製品のパッケージ化・
小型化の要請, 国防調達が, シリコンバレーにおける半導体の発展プロセスに影響したとする｡
これら対立する主張は, それぞれ事態の一面を指摘しているが, マイクロエレクトロニクス









[    ], [    ],               [    ] は, 国防総省の研究費・ミサイルのための  
研究開発から,     年代以降, 民間産業との関係を意識した研究開発へスタンフォード大の研
究のメインストリームが変化したことを指摘する｡ スタンフォード大学の役割が, 国防総省の







諸研究がある４)｡        [    ] は, 垂直統合企業 (   など) の存在を特徴とするボス
トン・ルート   と比較して, シリコンバレーには極めて流動的な労働市場があり, 企業間の













していることから, 企業間の労働者移動を加速する仲介者 (エージェント) の役割の分析も進
んだ (      [    ])｡ このような流動性の高い労働市場とその機能はシリコンバレーの優











前提とする ｢グローバル企業｣ として起業するケースが非常に多い｡ 後年 ｢ボーン・グローバ
ル｣ と評されたやり方である７)｡        はこのような属性の一面についても先駆的に指摘
していた｡       [    ] は, シリコンバレーにおける外国人労働力, 特にインド, 台湾, 中国出






(インド, 台湾, 中国) になっていたとする (       [    ])｡ このような労働市場の国際
化をもたらしたのは, 勤勉なエンジニアを大量に必要としたシリコンバレー企業が行った, 外
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５)     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施のシリコンバレーの企業   ,                     インタビューによる｡
６) 注１と同じインタビューおよび    年‒    年,     年,     年‒    年,     年に実施したシアト
ル, ボストンでの企業インタビューによる｡
７)       [    ] はもともとオーストラリア企業について指摘したが, シリコンバレーの場合も妥
当すると考えられる｡
国生まれ技術者の積極的なリクルーティング活動であることが指摘された (     ′ [    ])｡
さらに       [    ] は, シリコンバレーの国際化として, 移民起業家 (特にインド系,
中国系) が増加したことを指摘した｡ これの背景として移民にとって模範となる人物 (ローモ
デル) の出現, 民族コミュニティのネットワークの起業支援に注目している｡ さらに移民起業
家は民族資源 (資金, アドバイス, 人脈等) を引き出し, シリコンバレーの生産ネットワーク
の一翼を担うに至った事例が多いとする｡        によると, 民族コミュニティの事例とし
ては,     年代から  年代にかけて結成されたシリコンバレー・インド専門家協会, 中国エン
ジニア協会などがあり, 台湾, インド, 中国出身者が民族別組織を作ったことに注目した





















８)     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施の     , シリコンバレーの企業   ,                   インタビューによる｡ なおこのようなビジネスネットワークへの変化は,              [    ] が ｢弱いネットワークから強いネットワークへ｣ と評している変化と一
致する｡
３. シリコンバレーの中核的要素に関する研究レビュー・統計・聞き取り調査結
果の検討    年代以降, シリコンバレーの創業文化, 構成要素, 特徴ある地域産業システムに関する
共同研究が精力的に行われた｡ このような研究として, 知識を基盤とする産業集積論 (        (   ) [    ]), 起業とベンチャー企業の急成長を促す制度基盤論 (       (   )
[    ]) が双璧をなし, 産業クラスター論の立場からの整理 (                      





ていきたい｡ 研究史では活発なスピンオフ, 創業文化, 失敗許容文化, 創業支援環境・制度が
注目されてきた｡ なおシリコンバレーに本拠を置く巨大企業については, 未解明の論点とも深
く関わるため, 次稿 (｢シリコンバレー研究史再考 (下)：地域エコシステムの支援要素・シリ
コンバレーの本質・未解決の論点｣) にて検討する｡
半導体産業の起業の経緯を見ると, ショックレー半導体研究所から創業第一の波が始まり,
フェアチャイルド半導体が生まれたことが大きなインパクトを与えたとされている (             [    ])｡ フェアチャイルド半導体からインテル, インターシルなどの叢生 (    ‒  ) として起業第２の波が見られた｡ その後半導体の民生市場の形成拡大とともにシリコンバ




れる｡ 共通して人脈 (ネットワーク) と熱意の面で突出しているとされ, 全く新しい技術やア
イデアで, 世界市場を押さえ, 社会に影響力を持つことを指向する起業家が目立つ面もある９)｡
そのうえで, 第一に, 長期ビジョン型  ), 第二に, 企業買収型, 第三に, 変革起業家  ), 第
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９)     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施の     , シリコンバレーの企業   ,                   インタビューによる｡  ) ヤフーを起業したヤンなどが典型とされている｡  ) オラクルに買収されたサンマイクロシステムズのマクネリーなどが典型例として取り上げられてい
る｡






















圏に限定したデータであり, 実際の市場規模は表の  倍程度 (  万人超) になると推測され






年２月１日 ｢国際シンポジウム ｢都市地域における産業転換｣ における東北大学経済学部福嶋路氏指
摘など)｡ この起業家類型の厚い存在は, シリコンバレーの強みの一つと考えられる｡  ) シリコンバレーの ｢多産多死｣ については, 日本ベンチャー学会第  回全国大会・統一論題Ⅱ・基
調講演１, 大澤弘治 ｢地域での起業家母集団拡大のチャレンジ｣ (    年  月３日, 九州大学伊都キ
ャンパス) 参照｡
立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
第２表 シリコンバレーの専門職労働市場の構成 (コンピュータ・数学・技術者職業, 細分類は
地域係数が平均値以上のもののみ) 2016年５月時点推計





コンピュータ・情報研究科学者                     
コンピュータシステム分析                      
情報セキュリティ分析                     
コンピュータ・プログラマ                    
ソフトウェア開発者, アプリケーション                      
ソフトウェア開発者, システムソフトウェア                         開発者                     
データベース管理者                    
ネットワークおよびコンピュータシステム管理者                     
コンピュータネットワーク設計者                     
コンピュータ・ユーザーサポート                     
コンピュータネットワーク・サポート                    
上記以外のコンピュータ関連職業                     
数学者 未公表 未公表            
オペレーションリサーチ・アナリスト                     
統計分析                    
上記以外の数学的職業       未公表   
コンピュータ・数学関係職業合計                       
航空宇宙エンジニア                     
バイオメディカル・エンジニア                    
コンピュータハードウェア・エンジニア                       
電気技術者                     
コンピュータを除く電子工学エンジニア                     
環境エンジニア                   
産業エンジニア                     
材料エンジニア                     
機械エンジニア                     
その他すべてのエンジニア                    
電気・電子製図者                   
航空宇宙工学および工場技術者                   
電気・電子工学技術者                    
電気機械技術者                   
環境工学技術者                   
産業工学技術者                   
機械工学技術者                   
その他のエンジニアリング技術者 (製図者を除く)                    
設計・エンジニアリング職業合計                      
食物科学者と技術者                    
生化学者と生物物理学者                    
疫学者を除く医療科学者                     
その他生命科学者                    
物理学者                    
自然科学者                   
材料学者                    
その他自然科学者                    
その他心理学者                  
科学技術者                   
その他生命, 自然, 社会科学技術者                    
生命科学, 自然科学, 社会科学職業合計                     
(注) 専門・技術的職業のうち, 地域係数が１以上 (シリコンバレーに特徴的) のもののみ記載｡
(出所)                                                                 より作成｡
ある｡ シリコンバレーの場合, まず  ハード・ソフト関係を中心として, 非常に巨大な技術
者の労働市場が形成されていることが特徴である｡ 労働経済学では ｢労働市場の規模と厚み｣
(       [    ]) と把握されている｡ 聞き取り調査によると, シリコンバレーで雇用できる
平均的エンジニアは, 他地域と比較しても特に優れていると判断できないが, ハード, ソフト
分野ともに, 特に優れた天才的エンジニアが存在している｡ 構想力, 革新力, 技術力でトップ
層の能力がずば抜けていること, またハード, ソフト開発上必要なあらゆる技術者が雇用でき
るという, 幅の広さや多様性が, 他地域より優れていると感じることがあるという  )｡   ソ
フト・ハードであらゆるイノベーションを可能とするシリコンバレーの持つ優位性の一つとい
えるだろう｡ このような技術者労働市場は, ２. で触れた国際化も寄与して形成されてきたが,
最近は新たにイスラエル出身者が加わり, イスラエルの研究開発拠点および工場とのネットワ
ークが重要性を増している (              [    ])｡ 多様性を増しているのである｡
このようにシリコンバレーに集まる専門職・技術者労働市場の優位性は,         や       など他地域で起業してもシリコンバレーに移転する企業, シリコンバレーに研究拠点を持
つ企業が多数あることからも傍証される  )｡
２. で検討したように, シリコンバレーでは, 人材がよい条件を求めて企業間で活発に移動
する傾向が強い｡ 起業 (スピンオフ) 時にも企業から人材は流出する｡ さらに次稿で検討する
経営チームの人材調査とヘッドハンティングを行うエグゼクティブ・サーチも発展している｡









クノロジー企業に対しては, 特許, 知識移転, 共同研究等で強い寄与が見られる｡ 第二に, 情
報ネットワーク企業 (サン, グーグルなど) については, 起業家, 経営者や役員が出身者であ
シリコンバレー研究史再考 (上)    
  )     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施の     , シリコンバレーの企業   ,                   インタビューによる｡  )      インタビュー (    年９月５日実施),         研究者 (シリコンバレーの労働市場
研究) インタビュー (    年９月６日実施) による｡
るなど, やや強い寄与が見られる｡ 第三に,   ハード (古典的な半導体企業) については,    年代以降はエンジニアとしての優秀な学生や大学院生の供給が主な貢献であり, 技術は半
導体産業内で開発された傾向が強く, あまり寄与は強くないと評価している｡ 分野, 時代によ
り関係や寄与は異なっているわけである｡
スタンフォード大学発企業を, 創業者, 役員過半数以上を出身者が占めると定義すると,    年代後半時点で, たしかにそれらの企業の収入はシリコンバレーの収入の過半を超えるが,















半導体企業の場合,     年代までの初期, 成長期に果たした役割が大きいことがうかがえるが,    年代以降の成熟した半導体企業にとっては, 優秀な大学院生の供給 (インテルの場合,      [    ],              [    ]), 大学院教育プログラムやその他テレビプログ
ラム, フォーラムの開催など生涯教育などを通じたエンジニア教育がむしろ重要と判断されて
いる (  の場合,       [    ])｡   ハード (半導体) に関しては, スタンフォード大学
の関与は, より人材教育面にシフトしていると評価されている (      [    ])｡
２) 役割を巡る論争      [    ] はスタンフォード大学がインダストリアル・パークを通じて計画的にシリ
コンバレーを作ったというのはミスリーティングとし, 企業研究所 (ショックレー研究所, フ
ェアチャイルド半導体) がシリコンバレーを作った側面を強調している｡       によると,
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ルオーバー) をもたらした｡ しかしあくまで技術イノベーションの本筋は, ショックレー研究
所, フェアチャイルド半導体という企業とそこからのスピンオフであり, スタンフォード大学
は環境や産学連携という行動, そのための雰囲気を形成したと評価している｡ 先述したが, こ
れに類する主張は,                 [    ] など独自性を示したい半導体企業の経
営者, 技術者 (当事者) も行っている｡
これに対して, 磯辺 [    ] はスタンフォード大の役割を過小評価すべきでないとした｡ 磯
辺は, ターマン教授 (のちの学長) が進めた企業との共同研究, エンジニア受け入れ, スタン
フォード・リサーチパークへの企業誘致, 優れた教員誘致 (人的投資) により, 半導体技術に
関するリサーチ・ユニバーシティとしての地位確立と産業への波及効果を高めたことを重視し,
ターマン教授がショックレー半導体研究所からのスピンオフ者 (フェアチャイルド半導体) に,
大学の近く (パロアルト) で創業することを勧めるなど, 具体的なきっかけに注目すると, シ
リコンバレーで半導体産業が発展するうえで, スタンフォード大学の果たした役割は大きかっ
た｡ 先述  ′     [    ] によると,     年代までは国防総省からの大学への研究費は重要な
研究資金であり, それが間接的に半導体企業の形成と成長につながっている｡ そのため半導体
産業の黎明期, 成長期には大学への近接立地は重要であったことが強く推測される｡








の高い大学, 研究所は多く, それぞれ重要性は高い  )｡ 影響力の強い大学としては,   バー




  ) 聞き取り調査では, スタンフォード大学は  ハード, ソフト, バイオテクノロジー分野で水準が
非常に高く, コンピュータ分野ではスタンフォード・コンピュータ・フォーラムなど多様なフォーラ
ム, 教育プログラムを提供している｡ 州立カリフォルニア大学も, バークレー校を筆頭に研究水準は
高く, 共同研究やスタートアップ排出, ライセンス供与も活発である｡
しており, エンジニアなどの人材供給も優れている, 共同研究も活発に行っているとされる  )｡
必ずしも地域内で完結しているわけではなく, 必要に応じてシリコンバレー (ベイエリア) 以
外の  サンディエゴとも共同研究をしている企業も確認できる  )｡ これらの大学も, スタン
フォード大学の役割変化をにらみつつ, スタートアップ, エンジニア供給, 共同研究等で, 積
極的役割を果たす方向で進化してきたことがうかがえる｡
大学以外で重要度が高いとされる企業・国立研究所としては, ヒューレットパッカード研究
所,    アルマデン研究所, ローレンスバークレー国立研究所,     研究所などがあり,
それぞれ所属組織の技術開発や製品開発で重要な役割を果たしてきたほか, スピンオフ, 技術
波及の起点ともなってきたことが指摘されている (               [    ])｡
以上の研究の検討からは, スタンフォード大学が ｢シリコンバレーの全て｣ を生み出したわ
けではないものの, 初期においてはスピンオフ企業の近隣への立地, 電子工学や半導体分野で
のリサーチ・ユニバーシティとしての地位確立, 起業家, 経営陣の輩出, のちにはエンジニア
などの人材供給, 共同研究等で大きな役割を果たしてきたこと, スタンフォード大学以外の研
究機関や大学も研究水準や教育水準は高く, やはり重要な役割を果たしていることがうかがえ





流システムについて検討していこう｡ 起業家, 経営者, 大学・研究所・科学者, 技術者,   ,
ビジネス・エンジェル同士が, 単なる交流会ではなく ｢実際の事業・ビジネス｣ をめぐって相
互に情報を発信し, 交流・競争・協業していること, 異なる職業同士の交流や協業の場がきわ
めて多数あること (              [    ]), このようなしくみの質, 量, 専門性, 多
様性が他地域を圧倒していることが, シリコンバレーの強みとなっている  )｡
第一に, 膨大な数のカンファレンスおよびセミナーである｡ 聞き取りでは, 起業家, 経営者,
技術者, 科学者,   , ビジネス・エンジェルなど, それぞれ専門化したカンファレンスやセ
ミナーが非常に多数存在している｡ これら自体が暗黙知の伝播・交流の場であるが, さらに重
要な情報や取引は, 公式なカンファレンス等やセミナーではなく, そこで形成された人脈, 非
公式な話し合いで決まっていくしくみが形成されている  )｡
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  )  社マネージャー,  社研究開発担当ディレクターインタビュー (    年９月８日実施)｡  )  社マネージャーインタビュー (    年９月８日実施)｡  )      インタビュー (    年９月４日実施)｡  )  社マネージャーインタビュー (    年９月８日実施)｡  社 社研究開発担当ディレクターイン
ある経営者に聞いたところ,    以上のシリコンバレーのカンファレンスやセミナーに参加
したことがある｡ 起業家, 経営者, 技術者, 科学者,   , ビジネス・エンジェル, 技術分野,
エスニシティ (インド系, 台湾系, 中国系, 日系など) ごとに特化したセミナーやカンファレ
ンスが活溌に開催されており, まず情報収集やコンタクトの場に困ることはない, ということ
であった  )｡ このようなカンファレンスやセミナーは, その数, 多様性と特化の度合い, 実際
















｢シリコンバレー研究史再考 (下)｣ では, シリコンバレーの地域エコシステムの副次的要素,
シリコンバレーの本質をめぐる論争, 未解決の課題を検討していくことにしたい｡
シリコンバレー研究史再考 (上)    
タビュー (    年９月８日実施)｡  )  社   インタビュー (    年９月８日実施)｡  )     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施の     , シリコンバレーの企業   ,                   インタビューによる｡  )     年８月  日‒９月２日,     年９月４日‒８日実施の日系企業シリコンバレー拠点のインタビュ
ーによる｡
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